
円形レジンマンホールの現場削孔及びアンカーボルトの施工について 

 

円形レジンマンホールは、合成樹脂（ポリマー）を結合材として、骨材及び充填材を練り混ぜたレジ

ンコンクリートを、鉄筋と共に遠心力（平物は注型）により一体成形した製品です。 

円形レジンマンホールは、素材となるレジンコンクリートの材料強度が高いので、表－1の｢ｔ2｣に示

すように、鉄筋コンクリート製マンホールに比べて、壁厚が薄い製品ですが、現場での削孔やＦＲＰ製

中間スラブ、マンホールポンプのガイドパイプ及び飛散防止プレート等を固定するアンカーボルトの現

場施工が可能です。 

 現場施工を行う場合、以下の手順で、施工していただければ、安心して確実な作業ができます。 

 

表－1  直壁、管取付け壁の寸法 

呼 び 方 
部    材 

〔記号〕 
a h t1 t2 

円形 

75 

(0 号) 

 直      壁〔RMH75(B)〕 
750 

300、600、900 
80 40 

 管取付け壁〔RMH75(C)〕 600、900 

90 

(1 号) 

 直      壁〔RMH90(B)〕 
900 

300、600、900、1200、1500 
80 40 

 管取付け壁〔RMH90(C)〕 600、900、1200、1500 

120  

(2 号) 

 直      壁〔RMH120(B)〕 
1200 

600、900、1200、1500、1800、2400 
80 40 

 管取付け壁〔RMH120(C)〕 600、900、1200、1500、1800、2400 

150  

(3 号) 

 直      壁〔RMH150(B)〕 
1500 

600、900、1200、1500、1800、2400 
80 50 

 管取付け壁〔RMH150(C)〕 900、1200、1500、1800、2400 

180  

(4 号) 

 直      壁〔RMH180(B)〕 
1800 

900、1200、1500、1800、2100、2400 
－ 75 

 管取付け壁〔RMH180(C)〕 900、1200、1500、1800、2100、2400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1  直壁、管取付け壁（0～3号）      図－2  直壁、管取付け壁（4号） 

 

 

 

  



1．打ち込み式アンカーボルトの施工手順 
 

【施工に必要な材料・工具(例)】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）円形レジンマンホール 0～3号(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 穿 孔 

Ｍ10 及びＭ12 のアンカー

サイズに合わせた径のドリ

ルビットを振動ドリルに取り

付け、28 ㎜程度穿孔する。 

穿孔後、孔内の切粉を除去

する。 

 

③ 飛散防止プレート等の取り付け 

アンカーを打ち込み後、皿型座金付ナット及び平ワッシャーを一度

取り外し、飛散防止プレート等を挟み込んで、再度皿型座金付ナッ

ト及び平ワッシャーで締め付ける。 

下さい。  

  

  

② アンカーボルトのセット ・ 打ち込み 

標準付属の皿型座金付ナットの下に平ワッシャーを 3 枚セットし、アン

カー先端が孔底に接触しないことを確認した後、アンカー先端にエポ

キシ樹脂パテを少量盛り付けて、ハンマーで芯棒を打ち込む。  

ステンレス製オールアンカー 

（芯棒打込み式） 

 

ねじの呼び 

（外径） 

全 長 

L 

ねじ長さ 

 
品 番 

M10 50 20 SC-1050 

M12 60 25 SC-1260 

※ユニカ㈱、サンライズ工業㈱ 

 

 L 
 

(単位：㎜) 

 振動ドリル 

 

ハンマー 

エポキシ樹脂パテ 

 
 ※アルプロンW－109E 

日米レジン㈱ 

(単位：㎜) 
 

 

アンカーボルト ドリル径 

M10 10.5 

M12 12.7 

 

コンクリート用 

ドリルビット 

 

    

 

ステンレス製平ワッシャー 

M10        M12 

 

※ 注 意 

皿型座金付ナットの下に平ワッシ

ャーをセットしないで、アンカーを

打ち込むと、ハンマーの打撃が孔

底に伝わり、貫通する恐れがある

ので、必ず平ワッシャーをセットし

て、アンカーを打ち込む。 

全長・ 

ねじ長さ 

注意 



（2）円形レジンマンホール 4号(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考】アンカーボルトの引抜き強度 
 

２号レジンマンホール直壁のコア（厚さ 40㎜）に、M10 及び M12 のアンカーボルトを 1．(1)の例

の要領で打ち込み、建研式引張試験機を用いて最大引張荷重を測定した。 

尚、本試験は、アンカーボルトのみの引抜き強度を測定するため、エポキシ樹脂パテの盛り付け

は行わずに実施したが、メーカー試験値に対して、十分な強度があることが確認された。 

   

M10 全長   50 ㎜ 穿孔深さ 28 ㎜  皿型座金付ナット及び平ワッシャー(3 枚) M10 引抜き強度 1020kg 

ねじ長  20 ㎜ （50－28＝22）  セット後、アンカー打ち込み （メーカー試験値 740 kg） 

 

 

M12 全長   60 ㎜ 穿孔深さ 28 ㎜ 引張試験状況 M12 引抜き強度 1950 kg 

ねじ長 25 ㎜ （60－28＝32）  （メーカー試験値 1420 kg） 
 

 

標準付属の皿型座金付ナット

を根本までしっかりとネジ込ん

で、アンカーをセットする。 

この時、アンカー先端が孔底

に接触しないことを確認し、ア

ンカー先端にエポキシ樹脂パ

テを少量盛り付けて、ハンマー

で芯棒を打ち込む。 

② アンカーボルトのセット 

・ 打ち込み 

 

Ｍ10 及びＭ12 のアンカー

サイズに合わせた径のドリ

ルビットを振動ドリルに取り

付け、35 ㎜程度穿孔する。 

穿孔後、孔内の切粉を除去

する。 

① 穿 孔 

 

③ 飛散防止プレート等の 

取り付け 

アンカーを打ち込み後、皿型

座金付ナットを一度取り外

し、飛散防止プレート等を挟

み込んで、再度皿型座金付

ナットを締め付ける。 



2．現場削孔の施工手順 
 

【施工に必要な材料・工具(例)】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンカー固定式による現場削孔（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※台座の設置スペースに余裕がある場合は、真空吸着盤式を使用すると、より安全に施工が行えます。 

 

   

 

 

 

 

コンクリート用 

ドリルビット 

 振動ドリル 

 

ハンマー 

 

   

角座金   六角ナット 

ドリル径 ： 12.5 ㎜ 

コア削孔機  
ホークヘッドアンカーHiF38-30 

（内部コーン打込み式） 

    

(単位：㎜) 

ねじの呼び（ａ） 外 径（ｂ） 全 長（ｃ） 

W3/8 12.0 30 

※㈱ケー・エフ・シー 

 ｂ  ａ 

 ｃ 

              

寸切りボルト 

W3/8 

 

              

打込み棒 

水平・ガタツキの調整                  削孔中                      削孔完了 

【現場削孔状況】 

 

① 穿 孔 

  

② アンカー打ち込み 

・寸切りボルトねじ込み 

③ コア削孔機セット 

及び削孔 

 

径12.5㎜のドリルビッ

トを振動ドリルに取り

付け、20 ㎜程度穿孔

する。 

穿孔後、孔内の切粉

を除去する。 

打込み棒を使用してアンカー

を打込んだ後、寸切りボルトを

ねじ込む。 

角座金、六角ナットで寸切りボルトに削

孔機の台座をしっかりと固定する。 

水平・ガタツキの調整は、左下写真の

ように土台の４本のボルトで行う。削孔

は、途中で止めて叩き割ったりしない

で、最後まで削孔機を使用して行う。 


